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１班 

下田明（女子美術大学）、○淺野昭人（立命館大学）、井上和子（追手門学院大学）、 

津田晴子（関西国際大学）、安田政志（帝塚山大学）、葭森祐義（株式会社メディアフュージョン） 

 

１．議論結果の概要 

最後に 1 班です。すでにほとんど触れていただいたので、ほとんど申し上げることはありませ

んが、チームの特徴点を少しご報告申し上げます。このチームは、6 名中 4 名の方が比較的規模

の小さな私立大学の職員の方であるということが、一つの特徴として挙げられるかと思います。

また、IR の業務についてのご経験もそれほど長くなく、さらには兼務の方、IR の業務だけじゃ

なくて他の仕事もされているという方が多くおられました。また、教職協働の視点で IR の業務に

携われる体制にはなっていない、そういうところに特徴点があったと思います。 

 さらに、IR の業務を各大学で始めるにあたっても、先ほども少し指摘がありましたが、補助金

を獲得するために IR 部局を立ち上げたという大学が多かったようにも感じます。すなわち、内在

的、内発的に立ち上げたというよりは、むしろ外圧的なもの、もしくは IR 部局の立ち上げによっ

て補助金を増やそうという、少し別の目的で取り組んでいた部分も共通点としてあると思います。 

 このような状況なので、トップの意識も必ずしも高くないようです。したがって、IR 部局がな

かなか目に見える成果を挙げないということでの批判を受けても、トップから「具体に明示され

た指示」がある訳でもないということで、ご苦労されている様子が伺えました。また、先ほど他

のところでも出ていましたが、学内でこの話題を相談したり、連携・協力したりする部局の方や、

職員が極めて少ないという共通点があったように思います。 

 こういう状況の中で我々1 班のところのテーマとして挙げたのが、『数量データ』の分析です。

議論を進めるにあたっては、何が課題となるのかということについて検討を行いました。その上

で、検討にあたっては「業務の領域」、「システムの領域」、それから「ガバナンスの領域」、この

三領域に分けて検討し、課題と原因、その解決策を抽出しました。 

最初に、『数量データ』の分析を「業務の領域」をどのように進めていったらいいのか、またそ

のために必要な能力やスキルというものには、どういうものがあるのかということについて検討

をおこなった結果、それらを解決するためには、学内の力だけでは十分ではないこと、研修を実

施することや、外に求めていくことが必要だという話しが出ていました。 

また「システムの領域」では、データを共有するシステムが十分に組めないということや、学

内部局が縦割りになっていて、データの共有化がなかなか進まないこと、また、個人情報の保護

という観点から、情報の共有化を進めにくいということが上げられました。そして、そのような

状況を踏まえて、分散型の IR の進め方とシステム構築の思想があるのではないかという話も出て

きました。 

「ガバナンスの領域」では、先ほど少し申し上げましたけれども、トップマネジメントのとこ

ろでトップが判断するときに、数量データに基づいて判断するというような意識を持ってもらえ

る改革も必要ではないかという指摘も出ました。以上です。 
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２．ポスターの補足説明と感想 

（グループ討論を通して感じた評価や IR を改善に活かすためのコツ、感想等） 

○ 少ない人員、兼務で業務を行っている中で、分散型で IR を行うという発想は今までなかった

ので参考になった。 

○ 組織体制やデータ収集・活用等の問題において、コミュニケーションが重要なポイントになる

と感じた。関係部局、教員との綿密なやり取りを通じて、IR 業務の円滑化、学内での IR マイ

ンドの醸成が必要であることを学んだ。 

 

 

３．当日みんなで持ち寄った課題（掲載可能なもののみ） 

○ IR に取り組むためには、その所属する組織が、その意義や目的を明確に持つ必要がある。ま

た、組織的に IR を進めるための体制を整備し、担当者の努力に過度に依存することがないよ

うに配慮することが必要であると思う。また、データ管理のあり方については、柔軟な発想を

導入して検討することも考えられる。 

 



課 題 原 因 解決策１班

業務 数量データの分
析の能力

分析方法

ＩＲマインドの修
得

担当者が少な
い（業務量に比

して）

組織が縦割

「分散型」にす
る

分析結果が

改善に結びつ
いていない

“分析”まで至らず
“集計”で止まってい
る
何のための”分析”
なのか不明瞭。

指標の設定水
準が分からない

＜課題＞

情報分析・提供
等の体制の整
備

効果的なデータ分
析を提供するため
の部局との協力関
係や仕組みづくり

外向けのデータ
が少なく大学の
状況が分からな
い

トップの意識の
問題

統計の知識・運
用方法を知らな

いから

研修の利用
情報交換多用

学内にIRが知ら
れていない。 S D

データが縦割り

個人情報の壁
「分散型」にす

る

経営判断基準
不明確

「データに基づく
経営判断」の土

壌にする

システム

ガバナンス


	001a
	001p

